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海難状況等について
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船舶事故の現状及び原因



資料１

2

全体傾向

船舶事故隻数の推移

過去10年間（平成15～24年）の船舶事故の平均隻数は、約2,500隻

平成15～19年の５年平均と平成20～24年の５年平均を比較すると約１割減少

平成25年の船舶事故隻数は、2,305隻【速報値※】、前年と比較して、44隻増加（1.9％）

５年平均、2,644隻 ５年平均、2,431隻

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

2,3052,261
2,5332,400

2,549
2,414

2,5792,5442,482

2,883
2,733

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（隻）

（年）H25



資料１

3

831

734

521

219

900
953

875

1,080

840

772

860

752
799

693

556
518

578

451

542

186203195
218

186

0

200

400

600

800

1000

1200

H20 H21 H22 H23 H24 H25
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全体傾向

海域別による船舶事故隻数の割合 海域別による船舶事故隻数の推移

※ふくそう海域
東京湾、伊勢湾、瀬戸内海及び関門港（海上交通安全法適用海域又は港則法適用海域）

※準ふくそう海域
ふくそう海域を結ぶ東京湾湾口～石廊埼沖～伊勢湾口～潮岬沖～室戸岬沖～足摺岬沖の各海域を経て瀬戸内海

に至る海域

準ふくそう
海域
988隻

8%

その他の
海域

3,876隻
32%

ふくそう
海域

2,645隻
22%

港内（関門
港を除く）
4,648隻

38%
船舶事故隻数

（過去５年間合計）

12,157隻

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

平成25年【速報値※】

４割が、港内で発生、２割が、ふくそう海域で発生
過去５年間と比較して同様の傾向にある

過去５年間（平成20から24年の合計）

前年と比較して、港内で9隻減少（1.1％）、その他の海域で41隻増加（5.9％）、
ふくそう海域で21隻減少（3.9％）、準ふくそう海域で33隻増加（17.7％）

H25

港内（関門
港を除く）

831隻
35%

ふくそう
海域

521隻
23%

準ふくそう
海域
219隻
10%

その他の
海域

734隻
32% 船舶事故隻数

（2,305隻）
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全体傾向

船舶種類別の推移船舶種類別の割合

７割が、小型船舶（プレジャーボート、漁船、遊漁船）の事故
過去５年間と比較して同様の傾向にある

※山陰地方豪雪関連事故（浸水）を含む
<内訳>
・H22：6隻（漁船2隻、プレジャーボート4隻）
・H23：346隻（漁船215隻、遊漁船8隻、プレジャーボート119隻、その他4隻）

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

プレジャー
ボート

4,909隻
41%

漁船
3,782隻  31%

遊漁船 390隻

貨物船
1,617隻

13%

旅客船
221隻

2% その他
828隻

7%

タンカー
410隻 3%

船舶事故隻数
（過去５年間合計）

12,157隻

75%

3%

平成25年【速報値※】

過去５年間（平成20から24年の合計）

前年と比較して、プレジャーボートが48隻増加（5.0％）、
漁船が9隻減少（1.4％）、貨物船が53隻減少（16.5％）
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75%

H25

漁船
642隻
28%

貨物船
269隻
12%

その他
188隻

8%

タンカー
78隻
3%

旅客船
42隻
2%

遊漁船
75隻
3%

プレジャー
ボート

1,011隻
44%

船舶事故隻数
（2,305隻）
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全体傾向

死者・行方不明者を伴う船舶事故隻数の推移死者・行方不明者を伴う船舶事故隻数
の割合

８割が、小型船舶の事故

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

平成25年【速報値※】

過去５年間（平成20から24年の合計）

遊漁船
          8隻

                3%

タンカー
2隻 1%

貨物船
   12隻
      5%

その他
10隻
4%

プレジャー
ボート
64隻
24%

漁船
169隻
63%

船舶事故隻数
（過去５年間合計）

265隻

90%

平成25年の死者・行方不明者を伴う船舶事故隻数は、51隻、
前年と比較して、5隻増加（10.9％）、プレジャーボートが14隻増加（200％）、

漁船が10隻減少（31.3％）

漁船
22隻
43%

プレジャー
ボート
21隻
41%

貨物船
3隻 6%

タンカー
1隻 2%

その他
4隻
8%

船舶事故隻数
（51隻）

84%
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ふくそう海域

海域別における外国船舶と日本船舶の事故
隻数の割合（ＡＩＳ搭載船舶）

ふくそう海域における外国船舶の事故発生率
（ＡＩＳ搭載船舶）

過去５年間（平成20年から24年の合計）

平成25年

過去５年間（平成20年から24年の合計）

平成25年

62%

61%

68%

38%

38%

39%

32%

62%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他の海域

内（関門港を除く）

準ふくそう海域

ふくそう海域

外国船舶 日本船舶

（領海外を除く）

その他の海域
（領海外を除く）

港内
（関門港を除く）

497隻

121隻

588隻

170隻

（合計隻数）

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

準ふくそう海域

ふくそう海域

その他の海域
（領海外を除く）

港内
（関門港を除く）

99隻

19隻

111隻

42隻

（合計隻数）

50%

74%

58%

33%

50%

26%

42%

67%
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ＡＩＳ搭載船舶の通航割合
（１日あたり約2,200隻）

ＡＩＳ搭載船舶の事故発生割合
（平成25年の合計：99隻）

赤 字 ：

内円グラフ ：

外円グラフ ：
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は日本船舶の 約２倍

※

外国船舶の事故発生指数

日本船舶の事故発生指数

58/38

42/62

※外国船舶の事故発生率

38% 62%

42%

58%

各船舶の事故発生指数

ＡＩＳ搭載船舶の通航割合
（１日あたり約2,300隻）

ＡＩＳ搭載船舶の事故発生割合
（平成20～24年の合計：497隻）

赤 字 ：

内円グラフ ：

外円グラフ ：

外国船舶の事故発生率

は日本船舶の 約３倍

※

外国船舶の事故発生指数

日本船舶の事故発生指数

68/39

32/61
＝ ≒ 3

※外国船舶の事故発生率

日本船舶

0.5
外国船舶

1.7

61%39%
68% 32%
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ふくそう海域

ふくそう海域における衝突・乗揚事故隻数の推移（ＡＩＳ搭載船舶）

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

前年と比較して外国船舶は横ばい、日本船舶は１隻増加
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準ふくそう海域

準ふくそう海域における衝突・乗揚事故隻数の推移（総トン数100トン以上）

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値
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※ 衝突事故にあっては、100トン以上の船舶同士に限る

前年と比較して衝突事故が4隻増加、乗揚事故は横ばい

H25
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準ふくそう海域

海域別における衝突・乗揚事故隻数と重大海難の割合

過去５年間（平成20年から24年の合計）平成25年

ふくそう海域
1,417隻

28%

準ふくそう
海域
394隻

8%

港内（関門
港を除く）
1,897隻

36%

その他の
海域

1,425隻
28%

衝突乗揚事故隻数
（過去５年間合計）

5,133隻

うち重大海難
129隻 6.8%

うち重大海難
155隻 10.9%

うち重大海難

42隻 10.7%

うち重大海難
56隻 4.0%

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

ふくそう海域
280隻
28%

準ふくそう
海域
93隻
9%

港内（関門
港を除く）

354隻
36%

その他の
海域

275隻
27%

衝突乗揚事故隻数

1,002隻

うち重大海難
30隻 8.5%

うち重大海難
13隻 4.6%

うち重大海難

8隻 8.6%

うち重大海難
29隻 10.5%

※重大海難
死者・行方不明者、沈没・全損、油の流出等を伴う船舶事故

2
4 5 5
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3
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4 4
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55
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港内

海域別における衝突・乗揚事故隻数の割合（総トン数100トン以上）

過去５年間（平成20年から24年の合計）平成25年

ふくそう海域
349隻
38%

港内
（関門港を除く）

399隻
43%

準ふくそう海域
66隻 7%

その他の
海域
108隻
12%

衝突乗揚事故隻数
（過去５年間合計）

922隻

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

※ 衝突事故にあっては、100トン以上の船舶同士に限る

ふくそう
海域
54隻
34%

準ふくそう
海域

     10隻 6%
港内（関門
港を除く）

77隻
49%

その他の
海域
17隻
11%

衝突乗揚事故隻数

158隻
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小型船舶

プレジャーボートの事故種類別の割合 プレジャーボートの事故種類別の推移

※浸水：山陰地方豪雪関連事故（H22：4隻、H23：119隻）を含む

※プレジャーボート：
モーターボート、ミニボート、ヨット、手漕ぎボート、水上オートバイ

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

平成25年【速報値※】

過去５年間（平成20から24年の合計）

機関故障
1,054隻

20%

乗揚
615隻
13%

浸水
 419隻

9%

転覆
 249隻 5%

その他
 643隻

13%

推進器障害
369隻

8%

衝突
761隻
16%

運航阻害
799隻
16%

プレジャーボート
事故

4,909隻

過去５年間と比較して同様の傾向にある
前年と比較して、機関故障が5隻減少（2.3％）、
衝突が55隻増加（47.8％）、運航阻害が10隻増加（6.3％）、
乗揚が8隻増加（6.3％）

機関故障

215隻

22%

運航阻害

168隻

17%

衝突

170隻

17%

乗揚

136隻

13%

浸水

55隻

5%

推進器障害

84隻

8%

その他

136隻

13%転覆

47隻

5%

プレジャーボート
事故

（1,011隻）
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小型船舶

プレジャーボートの事故原因別の割合 プレジャーボートの事故原因別の推移

※不可抗力等：山陰地方豪雪関連事故（H22：4隻、H23：119隻）を含む

※プレジャーボート：
モーターボート、ミニボート、ヨット、手漕ぎボート、水上オートバイ

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

平成25年【速報値※】

過去５年間（平成20から24年の合計）

不可抗力等
1,015隻

21%

人為的要因
3,894隻

79%
見張り
不十分
724隻
15%

操船不適切
496隻
10%

その他の
人為的要因

722隻
15%

不可抗力等
712隻
15%

材質・構造
不良

303隻 6%

気象海象
不注意
409隻

8%

船体機器
整備不良

764隻
15%

機関取扱不良
779隻
16%

186

173

122

144

164

163

186

137133

150

149

165167

143
145

169

132 135

0

50

100

150

200

250

H20 H21 H22 H23 H24 H25

機関取扱不良

船体機器
整備不良

見張り
不十分

操船不適切

気象海象
不注意

その他の
人為的要因

材質・構造不良

不可抗力等

（隻）

（年）

前年と比較して、機関取扱不良が横ばい、
見張り不十分が38隻増加（28.1％）、
船体機器整備不良が28隻減少（17.0％）

H25

不可抗力等
182隻
18%

人為的要因
829隻
82%

機関取扱不良

186隻

18%

船体機器

整備不良

137隻

14%

見張り

不十分

173隻

17%

操船不適切

111隻

11%

気象海象

不注意

79隻

8%

その他の

人為的要因

143隻

14%

不可抗力等

138隻

14%材質・構造

不良 44隻

4%
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小型船舶

漁船・遊漁船の事故種類別の割合 漁船・遊漁船の事故種類別の推移

※浸水：山陰地方豪雪関連事故（H22：2隻、H23：223隻）を含む

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

平成25年【速報値※】

過去５年間（平成20から24年の合計）

推進器障害
325隻 8%

乗揚
387隻

9%

衝突
1,401隻

33%

運航阻害
447隻
11%浸水

422隻
10%

機関故障
360隻 9%

転覆
250隻 6%

その他
580隻
14%

漁船・遊漁船
事故

4,172隻

３割が、衝突
過去５年間と比較して同様の傾向にある

前年と比較して、衝突が21隻増加（9.2％）

衝突

249隻

34%

運航阻害

91隻
13%

浸水
26隻

4%

乗揚

95隻
13%

機関故障

61隻

9%

推進器障害

43隻

6%

転覆

46隻

6%

その他

106隻

15%

漁船・遊漁船
事故

（717隻）
249

228

267

293
310

303

0

100

200

300

400

H20 H21 H22 H23 H24 H25

衝突

運航阻害

浸水

乗揚

機関故障

推進器障害

転覆

その他

（隻）

（年）H25

※内訳

漁 船：3,782隻
遊漁船： 390隻

※内訳

漁 船：642隻
遊漁船： 75隻
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小型船舶

漁船・遊漁船の事故原因別の割合 漁船・遊漁船の事故原因別の推移

※不可抗力等：山陰地方豪雪関連事故（H22：2隻、H23：223隻）を含む

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

平成25年【速報値※】

過去５年間（平成20から24年の合計）

不可抗力等
1,349隻

32%
人為的要因

2,823隻
68%

船体
機器

整備不良

236隻
6%

気象
海象

不注意

158隻
4%

その他の
人為的要因

601隻
14%

材質・構造不良
156隻 4%

不可抗力等
1,193隻

29%

機関取
扱不良
258隻

6%

操船不適切
338隻 8%

見張り
不十分
1,232隻

29%

211
206

223

264267272

0

100

200

300

400

500

H20 H21 H22 H23 H24 H25

見張り
不十分

操船不適切

船体機器
整備不良

機関取扱不
良

気象海象
不注意

その他の
人為的要因

材質・構造不
良

不可抗力等

（隻）

（年）

人為的要因
531隻
74%

不可抗力等
186隻
26%

見張り

不十分

211隻

29%

その他の

人為的要因

140隻

20%

不可抗力等

163隻

23%

気象

海象

不注意

27隻

4%

材質・構造不良

23隻 3%

操船不適切

63隻 9%

機関取

扱不良

45隻

6%

船体

機器

整備不良

45隻

6%

前年と比較して、見張り不十分が5隻増加（2.4％）

H25

※内訳

漁 船：3,782隻
遊漁船： 390隻

※内訳

漁 船：642隻
遊漁船： 75隻
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不参加
3964人

93%

参加
303人

7%
漁船運航者

1,462隻

漁船運航者
122隻

遊漁船運航者
19隻

プレジャーボート運航者
162隻

遊漁船運航者
142隻

プレジャーボート
運航者
2,360隻

小型船舶

小型船舶事故の当事者における海難
防止講習会（注）の参加状況の割合

小型船舶事故の当事者における海難防止講習会（注）

の参加状況の推移

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値で、海難防止講習会の参加状況の未回答者を除く

平成25年【速報値※】

過去５年間（平成20から24年の合計）

（注）海難防止講習会

海上保安庁及び小型船安全協会が実施した海難防止講習会に限定（漁協、マリーナ

等の任意団体が独自に実施した講習会を除く）

不参加
699人
95%

参加
38人
5%

漁船運航者
216隻

漁船運航者
15隻

遊漁船運航者
8隻

プレジャーボート運航者
15隻

遊漁船運航者
24隻

プレジャーボート
運航者
425隻

811

65

54

65 63

56

699729729

896
799

38

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

H20 H21 H22 H23 H24 H25

不参加 参加

（人）

（年）H25
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計画目標に関する船舶事故状況等
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H19.7-H20.6 H20.7-H21.6 H21.7-H22.6 H22.7-H23.6 H23.7-H24.6 H24.7-H25.6 H25.7-H25.12

事故隻数 79 66 60 33 34 51 31

ＡＩＳ
通航隻数

359,377 410,988 428,452 449,725 478,168 500,423 258,563

120102

7173

140
161

220

0

50

100

150

200

250

法改正
（平成22年7月施行）（隻）

ふくそう海域における衝突・乗揚事故の低発生水準の維持

航路及び航路付近海域（海上交通センターのレーダーサービスエリア）
ただし、名古屋港海上交通センターの全海域及び関門港以外の港域を除く
総トン数100トン以上の船舶又はAIS搭載船舶
海上交通センター（名古屋港海上交通センターを除く）の情報提供可能海域内の航路を通航したAIS搭載船舶

対 象 海 域 ：

対象事故隻数：
A I S 通 航 隻 数 ：

ふくそう海域におけるＡＩＳ搭載船舶通航隻数100万隻当たりの衝突・乗揚事故発生の推移

100万隻当たりの
衝突・乗揚事故

76隻以下

※

発生水準の維持

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

注

H25.7-H25.12

注） 答申では42隻（速報値）ですが、対象海域等を精査したところ、51隻（速報値）となっております。
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17

40

35

29

24
23

0

10

20

30

40

50

H20 H21 H22 H23 H24 H25

(隻)

(年)

目標半減

約30隻

港内等における衝突・乗揚事故の減少

対象海域は、東京湾（情報聴取義務海域を除く海域）、京浜港及び千葉港

過去5年間（平成20～24年）の船舶事故の平均隻数は、約30隻（151隻／5年間）

平成25年の船舶事故隻数は、17隻【速報値※】

東京湾（情報聴取義務海域を除く）、京浜港、千葉港
総トン数100トン以上の船舶

対 象 海 域 ：
対象事故隻数：

港内等における衝突・乗揚事故発生の推移

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

H25
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小型船舶における事故の減少

小型船舶における事故発生の推移

1,360

438
477

393
728

328 368

1,275 1,410 1,371 1,295 1,366

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H20 H21 H22 H23 H24 H25

人為的要因 不可抗力等

（隻）

（年）

不可抗力を除く事故

平均1,343隻（約７割）

目標約３割減少

H25

※ 数値は平成26年2月6日現在の速報値

過去5年間（平成20～24年）の小型船舶事故の平均隻数は、1,343隻（6,717隻／5年間）

平成25年の船舶事故隻数は、1,360隻【速報値※】
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現行交通ビジョン策定後の環境変化
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162163164

227
254

213

681
726

626

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H22 H24 H25 H22 H24 H25 H22 H24 H25 （年）

(隻数)

船舶の大型化

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H14 H23 H24 H14 H23 H24 H14 H23 H24

(総トン数)

（年）

（凡例）
１隻当たりの総トン数の大きさ＝入港延べ総トン数／入港隻数
○東京湾 木更津、千葉、東京、川崎、横浜、横須賀の６港
○伊勢湾 三河、衣浦、名古屋、四日市、津松阪の５港
○大阪湾 阪南、堺泉北、大阪、尼崎西宮芦屋、神戸の５港

（凡例）
○東京湾 木更津、千葉、川崎、横浜の４港
○伊勢湾 三河、衣浦、名古屋、四日市の４港
○大阪湾 堺泉北、大阪、神戸の３港

東京湾 伊勢湾 大阪湾

1.44倍 1.34倍 1.17倍

東京湾

伊勢湾 大阪湾

入港船舶の大型化 ＬＮＧ運搬船の推移

（出典：国土交通省「港湾統計」から作成）
（出典：海上保安庁）

H25H25H25H24H24H24
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船舶の大型化（ＬＮＧ運搬船）

東京湾 伊勢湾 大阪湾

626

678

726

681

550

600

650

700

750

H22 H23 H24 H25

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

隻数 1隻当たりの総トン数

（隻数）
（１隻当たり

　　の総トン数）

（年）

227254236213

100

150

200

250

300

H22 H23 H24 H25

95,000

100,000

105,000

110,000

115,000

隻数 1隻当たりの総トン数

（隻数）
（１隻当たり

　　の総トン数）

（年）

日本籍船と外国船籍との比較 日本籍船と外国船籍との比較 日本籍船と外国船籍との比較

162163

141

164

50

100

150

200

250

H22 H23 H24 H25

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

隻数 1隻当たりの総トン数

（隻数）
（１隻当たり

　　の総トン数）

（年）

平 成 ２ ５ 年 の 傾 向
１ 隻 当 た り の 総 ト ン 数 は 増 加

（出典：海上保安庁）

H25 H25 H25

（年） （年） （年）
0

200

400
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H22 H23 H24 H25

0

40,000

80,000

120,000

日本籍船隻数 外国籍船隻数

日本籍船1隻あたりの総トン数 外国籍船1隻あたりの総トン数

（隻数）

（１隻当たり
　　の総トン数）

H25
0
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H22 H23 H24 H25
0

30,000

60,000

90,000

120,000

日本籍船隻数 外国籍船隻数

日本籍船1隻あたりの総トン数 外国籍船1隻あたりの総トン数

（隻数）

（１隻当たり
　　の総トン数）

H25
0

50

100
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200

H22 H23 H24 H25
0

30,000

60,000

90,000

120,000

日本籍船隻数 外国籍船隻数

日本籍船1隻あたりの総トン数 外国籍船1隻あたりの総トン数

（隻数）

（１隻当たり
　　の総トン数）

H25
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船舶の大型化（我が国の貨物輸送における船舶輸送の現況）

※ 国内貨物輸送の割合はトンキロベース

国内貨物輸送の機関別割合 国際貨物輸送量の推移

41.4%

38.8%

38.5%

37.2%

36.0%

35.0%

33.8%

32.1%

40.5%

41.0%

43.5%

54.6%

57.0%

57.4%

58.6%

59.8%

60.9%

62.0%

63.8%

54.7%

54.1%

51.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

海運 自動車 鉄道 航空

（年度）

※ 平成24年の値は暫定値

543
593 590 575 558 584 596

503 511
588 564

1.1
1.1

1.31.2

1.31.4
1.3

1.31.31.2

1.2

0

100

200

300

400

500

600

700

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（百万トン）

海運 航空

（年）

（出典：国土交通省「自動車輸送統計」、「鉄道輸送統計」、
「内航船舶輸送統計」、「航空輸送統計」から作成）

（出典：国土交通省「海事レポート」、「航空輸送統計」から作成）

H24

H24
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ＡＩＳの搭載義務化

ＡＩＳの搭載義務化 日本籍船のＡＩＳ普及状況の推移

搭載義務なし上記以外のすべての船舶

総トン数500トン以上の

すべての船舶

国際航海に従事しない船
舶

総トン数300トン以上の

すべての船舶

すべての旅客船

国際航海に従事する船舶

搭載義務なし上記以外のすべての船舶

総トン数500トン以上の

すべての船舶

国際航海に従事しない船
舶

総トン数300トン以上の

すべての船舶

すべての旅客船

国際航海に従事する船舶

（出典：「総務省資料」から作成）

252,665

約11,000

約198,000

約66,000

136

5,357

平成23年

254,052漁船漁船

約11,000ヨット

プレジャーボート

一般船舶

約64,000

約190,000モーターボート

水上オートバイ

150外航船

5,302内航船

平成24年

単位：隻数デ ー タ 年

内 航 船

外 航 船

漁 船

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ

：年度末（出典：海事レポート 海事局）

：6月末 （出典：海事レポート 海事局）

：年末 （出典：漁船統計表 水産庁）

：年度末（出典：海事レポート 海事局）

日本籍船の隻数

2,082 2,181 2,274 2,389

169
360

520
673

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H23.2 H24.2 H25.2 H26.2

ＡＩＳ 簡易型ＡＩＳ

（隻）

H26.2
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航路標識の整備

0

10

20

30

40

50

60

H15 H24 H25

51.8億円

35.2億円

（億円）

（5,327基）（5,600基）

（年度）

32.4億円

航路標識整備事業費の推移

32%減

8%減

H25
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